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研

修

会

視

察

研

修

西
町
の
議
会
広
報
誌
を
題
材
と

し
て
、
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
で
の

5
つ
の
指
針
に
沿
っ
た
紙
面
評

価
が
発
表
さ
れ
た
。

　

そ
の
中
で
大
山
町
の
議
会
だ

よ
り
発
行
目
的
は
『
議
会
へ
の

関
心
を
高
め
る
こ
と
と
、
住
民

が
議
会
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
材
料

に
す
る
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
』

と
の
話
を
聞
き
、
御
代
田
議
会

だ
よ
り
を
も
っ
と
良
い
も
の
に

と
の
思
い
を
強
く
し
た
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

�

委
員
長　

野
元　

三
夫

が
、
上
手
く
伝
わ
っ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。

②
『
思
わ
ず
手
に
と
っ
て
読
み

た
く
な
る
広
報
へ
』
で
は
議
会

だ
よ
り
を
読
ま
な
い
理
由
と
し

て
、
政
治
に
無
関
心
・｢

議
会

｣

と
聞
い
た
だ
け
で
ア
レ
ル

ギ
ー
・
内
容
が
難
し
そ
う
・
行

政
用
語
の
羅
列
・
自
分
に
関
係

な
い
内
容
で
あ
る
等
の
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
が
あ
る
が
、
何
の
た

め
に
作
る
の
か
・
何
を
伝
え
た

い
の
か
・
誰
に
伝
え
た
い
の
か

良
く
考
え
、
住
民
参
加
も
視
野

に
入
れ
議
場
を
訪
ね
た
く
な
る

魅
力
的
な｢

議
会
だ
よ
り｣

を
目
指
し
た
ら
と
語
ら
れ
た
。

一
方
、
紙
面
の
改
善
は
確
か
に

重
要
だ
が
最
も
重
要
な
こ
と
は
、

議
会
本
来
の
目
的
と
議
事
内
容

を
住
民
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ

と
が
一
番
大
切
だ
と
も
語
ら
れ

た
。

③
『
優
良
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
』

で
は
、
平
成
26
年
度
コ
ン
ク
ー

ル
に
お
い
て
優
秀
紙
に
選
ば
れ

た
鳥
取
県
大
山
町
と
山
形
県
川

　

研
修
会
は

①
『
伝
え
る
広
報
』
か
ら
『
伝

わ
る
広
報
へ
』

②
『
思
わ
ず
手
に
と
っ
て
読
み

た
く
な
る
広
報
へ
』

③
『
優
良
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
』

の
内
容
で
開
催
さ
れ
た
。

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
主
催

の
研
修
会
に
は
、
北
は
北
海
道

か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
多
く
の
議

会
だ
よ
り
関
係
者
が
参
加
し
、

800
席
近
く
の
会
場
は
満
席
状
態

の
熱
気
の
中
、
始
ま
っ
た
。

①
『
伝
え
る
広
報
』
か
ら
『
伝

わ
る
広
報
へ
』
で
は
、
見
や
す

い
文
章
は
得
を
す
る
と
言
う
話

が
あ
り
、
理
由
は

・
読
ん
で
も
ら
え
る

・
理
解
し
や
す
く
な
る

・
好
感
を
持
た
れ
る

そ
の
た
め
に
は
（
短
く
、
ビ
ジ

ュ
ア
ル
に
）
一
文
は
30
字
以
内

で
、
長
く
も
65
字
以
内
で
書
く

の
が
望
ま
し
く
、
イ
ラ
ス
ト
や

写
真
も
利
用
す
る
と
読
み
や
す

い
紙
面
に
な
る
と
語
ら
れ
た
。

　

こ
の
文
章
は
講
演
内
容
を
肝

に
銘
じ
な
が
ら
書
い
て
い
ま
す

討
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、

開
催
を
目
的
と
す
る
の
で
は
な

く
、
何
の
た
め
に
ど
の
よ
う
に

す
る
か
を
主
眼
に
、
改
め
て
こ

の
課
題
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
と
感
じ
た
。

　

ま
た
、
講
演
後
、
軽
井
沢
町

の
議
長
か
ら
現
行
の
県
議
会
議

員
選
挙
区
の
見
直
し
に
つ
い
て

提
起
が
あ
り
、
今
後
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

�

奥
田　

敏
治

実
情
話
を
さ
れ
、
面
白
く
参
考

に
な
っ
た
。

　

近
年
、
議
会
改
革
の
一
環
と

し
て
、
市
町
村
議
会
・
議
員
が

「
住
民
へ
の
議
会
報
告
会
」
を

開
催
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

議
会
・
議
員
が
直
接
住
民
に
活

動
報
告
を
す
る
と
と
も
に
声
を

聴
く
こ
と
で
行
政
に
反
映
さ
せ
、

よ
り
開
か
れ
た
行
政
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

研
究
所
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

で
は
、
自
治
体
の
48
％
が
報
告

会
等
を
開
催
し
、
増
加
傾
向
に

あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

一
方
で
参
加
者
数
を
み
る
と
、

20
人
以
下
の
所
が
多
く
、
人
集

め
を
含
め
、
運
営
の
在
り
方
、

方
法
な
ど
問
題
や
課
題
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
た
。

　

例
と
し
て
、
①
決
ま
っ
た
こ

と
を
報
告
す
る
だ
け
で
は
話
し

合
い
や
意
見
交
換
に
な
ら
な
い

こ
と
。
②
会
場
で
議
員
と
住
民

の
方
が
相
対
し
た
形
で
は
語
り

合
っ
た
り
す
る
雰
囲
気
に
な
ら

な
い
な
ど
挙
げ
ら
れ
た
。

　

当
町
で
も
開
催
に
向
け
て
検

新
た
な
取
り
組
み
に
向
け
て

　

小
諸
市
・
軽
井
沢
町
・
御
代

田
町
の
浅
間
山
麓
の
議
員
の
集

ま
り
で
あ
る
浅
麓
地
域
活
性
化

議
員
懇
談
会
が
、
27
年
10
月
23

日
に
軽
井
沢
町
で
開
催
さ
れ
た
。

　

懇
談
会
の
内
容
は
講
演
会
で
、

講
師
は
早
稲
田
大
学
マ
ニ
ュ
フ

ェ
ス
ト
研
究
所
事
務
局
長
の
中

村
健
氏
で
、
徳
島
県
川
島
町
で

町
長
を
2
期
務
め
、
初
当
選
時

は
27
歳
で
全
国
最
年
少
の
首
長

で
も
あ
っ
た
。

　

演
題
は
、「
盛
り
上
が
る
議

会
報
告
会
は
ど
こ
が
違
う
の

か
？
」
だ
っ
た
。
講
演
会
は
、

一
方
的
に
話
を
聴
い
て
い
る
場

合
が
多
い
が
、
今
回
は
参
加
し

た
議
員
へ
の
質
問
な
ど
を
交
え
、

ま
た
町
長
就
任
後
の
首
長
側
と

議
会
・
議
員
側
の
や
り
と
り
の

　

事
業
内
容
は
大
か
ぶ
を
使
っ

た
漬
物
を
は
じ
め
各
種
漬
物
類

の
製
造
販
売
・
赤
飯
・
餅
・
味

噌
加
工
と
多
岐
に
渡
り
、
現
在

も
商
品
開
発
は
続
い
て
い
る
。

販
売
先
は
、
地
元
は
も
ち
ろ
ん

京
都
や
鎌
倉
に
も
出
荷
し
、
販

売
額
は
2
千
2
百
万
円
に
上
っ

て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

　

我
が
町
で
道
の
駅
を
考
え
る

時
、
冬
季
期
間
の
農
産
物
調
達

や
農
産
物
加
工
品
の
品
ぞ
ろ
え

な
ど
、
課
題
が
多
い
と
考
え
さ

せ
ら
れ
た
視
察
で
あ
っ
た
。

町
民
建
設
経
済
常
任
委
員
会

�

委
員
長　

茂
木　

勲

を
目
指
し
て
い
る
が
、
冬
期
間

は
県
内
外
か
ら
仕
入
れ
し
た
作

物
を
販
売
し
て
お
り
、
そ
の
解

消
が
課
題
で
あ
る
と
話
さ
れ
て

い
た
。

　

課
題
解
消
の
た
め
町
と
Ｊ
Ａ

は
、
雪
に
強
い
小
型
ハ
ウ
ス
建

設
に
補
助
金
を
出
し
、
能
登
白

ネ
ギ
や
金
糸
瓜
・
小
菊
カ
ボ
チ

ャ
特
に
栄
養
豊
か
な
カ
ラ
ー
野

菜
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

②
農
事
組
合
法
人　

音
川
加
工

　

昭
和
60
年
還
暦
を
過
ぎ
た
五

十
嵐
静
子
氏
を
中
心
に
創
業
さ

れ
た
音
川
加
工
は
、
平
成
13
年

に
組
合
員
11
名
、
資
本
金
220
万

円
で
法
人
化
さ
れ
現
在
に
至
っ

て
い
る
。

　

理
念
・
目
的
は

1
、
音
川
地
区
特
産
の
大
か
ぶ

や
地
元
農
産
物
を
活
用
し
た
加

工
品
開
発
に
よ
り
地
域
活
性
化

を
推
進
す
る
。

2
、
農
村
女
性
の
知
恵
と
技
を

生
か
し
、
い
き
い
き
と
し
た
周

年
女
性
起
業
活
動
を
展
開
す
る

と
し
て
お
り
、
平
均
年
齢
65
歳

の
女
性
軍
団
で
あ
っ
た
。

①
道
の
駅
織
姫
の
里
な
か
の
と

　

中
能
登
町
は
平
成
17
年
3
月

に
鳥
屋
町
、
鹿
島
町
、
鹿
西
町

が
合
併
し
誕
生
し
た
町
で
、
ほ

ぼ
半
島
の
中
央
部
に
位
置
し
隣

は
七
尾
市
で
、
金
沢
や
富
山
か

ら
も
50
㎞
と
好
位
置
に
あ
り
、

人
口
は
1
万
8
千
、
世
帯
数
6

千
、
面
積
89
㎢
で
、
規
模
は
御

代
田
町
に
近
い
と
感
じ
た
。

　
「
織
姫
の
里
な
か
さ
と
」
は

施
設
面
積
1
万
8
千
㎡
・
総
事

業
費
12
億
3
千
万
円
で
平
成
26

年
4
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
が
、

整
備
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
交
付
金

や
補
助
金
を
活
用
し
、
約
6
億

円
を
総
務
省
や
国
土
交
通
省
か

ら
受
け
、
町
が
整
備
し
た
。

　

目
的
は
、
平
成
19
年
に
発
生

し
た
能
登
半
島
地
震
の
教
訓
か

ら
防
災
拠
点
機
能
を
持
っ
た
公

共
施
設
と
し
、
町
内
を
廻
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

と
し
て
の
機
能
も
持
た
せ
た
複

合
施
設
で
、
国
道
159
号
線
沿
い

に
あ
る
。

　

運
営
は
Ｊ
Ａ
を
指
定
管
理
者

と
し
、
運
営
方
針
は
地
元
の
方

が
多
く
利
用
す
る
地
産
地
消
型

　

不
登
校
の
問
題
は
、
辛
い
事

が
あ
る
と
休
ん
で
も
い
い
と
学

ん
で
し
ま
う
と
、
何
か
あ
っ
た

時
に
、
そ
こ
か
ら
不
登
校
に
な

っ
て
し
ま
う
。
1
年
生
の
時
に

休
み
癖
を
付
け
な
い
こ
と
が
大

事
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

教
育
現
場
の
現
状
や
、
こ
れ

か
ら
の
教
育
内
容
に
つ
い
て
も

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
今
後

の
議
会
活
動
に
活
か
し
て
い
き

た
い
。

総
務
福
祉
文
教
常
任
委
員
会

�
委
員
長　

仁
科　

英
一

き
め
細
か
な
指
導
を
可
能
と
す

る
仕
組
み
も
あ
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
ら
が
全
国
学
力
テ

ス
ト
で
の
上
位
成
績
を
保
っ
て

い
る
理
由
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
21
世
紀
の
グ
ロ
ー

バ
ル
時
代
が
求
め
る
学
力
は
、

知
識
詰
込
み
型
の
教
育
だ
け
で

は
駄
目
で
、
能
動
的
な
教
育
と

し
て
「
知
識
を
使
っ
て
、
ど
の

様
な
問
題
を
も
解
決
し
て
い
く

力
」
を
身
に
付
け
「
グ
ロ
ー
バ

ル
時
代
を
生
き
抜
く
力
」
を
付

け
る
問
題
解
決
型
グ
ル
ー
プ
学

習
が
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

と
い
わ
れ
る
教
育
で
あ
り
、
今

後
必
要
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

福
井
大
学
・
教
職
大
学
院
の

松
木
教
授
よ
り
福
井
県
の
教
育

行
政
に
つ
い
て
研
修
を
受
け
た
。

教
職
大
学
院
は
、
21
世
紀
の
学

校
教
育
を
担
う
教
員
の
専
門
的

力
量
の
開
発
を
目
的
に
開
設
さ

れ
、「
学
校
の
課
題
を
解
決
し
、

高
い
教
師
力
を
目
指
し
、
学
校

の
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
ら
れ
る
大

学
院
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

福
井
県
は
、
全
国
学
力
テ
ス

ト
で
常
に
上
位
の
成
績
で
あ
る
。

そ
れ
は
福
井
県
人
の
気
質
が
大

き
く
影
響
し
て
お
り
、
先
生
方

も
真
面
目
で
素
直
で
癖
が
無
く
、

チ
ー
ム
で
活
動
す
る
こ
と
が
多

い
。
そ
し
て
宿
題
に
つ
い
て
も
、

そ
の
フ
ォ
ロ
ー
時
間
も
保
証
さ

れ
て
い
る
仕
組
み
が
あ
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。

　

な
お
、
福
井
県
は
3
世
代
同

居
が
多
く
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
力
で
家
庭
学

習
の
習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
福
井
県
の
教
育
行
政

に
は
教
科
の
縦
持
ち
制
度
が
あ

り
、
た
と
え
ば
教
科
担
任
が
中

1
か
ら
中
3
ま
で
受
け
持
ち
、

福
井
県
の
教
育
行
政
の
取
組
み
に
つ
い
て
視
察
研
修

�

福
井
大
学
・
教
職
大
学
院　

平
成
27
年
11
月
16
〜
17
日

道
の
駅
と
音
川
加
工
を
視
察

�

石
川
県
鹿
島
郡
中
能
登
町　

富
山
県
富
山
市　

平
成
27
年
11
月
5
〜
6
日

浅
麓
地
域
活
性
化
議
員
懇
談
会

�

平
成
27
年
10
月
23
日　

中
軽
井
沢
く
つ
か
け
テ
ラ
ス

町
村
議
会
広
報
研
修
会

�

平
成
27
年
10
月
20
〜
21
日　

シ
ェ
ー
ン
バ
ッ
ハ
・
サ
ボ
ー

音川加工作業風景


